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1. は じ め に

地中構造物の地震時の挙動は,地震加速度よりもむし

ろ地震によって地盤に発生するひずみに密接な関係があ

る.そこで,地震動と地盤ひずみの関係について,地中

構造物の耐震設計に活用できるような資料を得ることを

目的として,

(1) 地震動の高密度アレ-観測

(2)地盤ひずみの直接観洲

(3) 地下埋設管の挙動の観測

を実施している.このうち,(1)の観測を1982年 4月中

旬に, (2), (3)の観測の一部を1982年 12月末にそれ

ぞれ開始した.1983年 6月初旬に(2),(3)の残りの部

分の観測を開始して,現在の観測システムに至っている.

観測の開始以来,1984年 6月11日までの約 2年間に,

合計 50の地震記録が得られている.欠損の少ない記録の

うち,主な地震 11例について,地震諸元および震央位置

をそれぞれ表 1,図 1に示す.

2.観測システムの概要1)･2)

観測は東京大学生産技術研究所千葉実験所構内で実施
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図1 主な記録地震の震央位置 (1982年4月～1984年6月)

表 1 主な記録地震の諸元 (1982年4月～1984年6月)

番号 地 震 記 録 日 時 最大加速度(gal)C0-1m 最大地盤ひずみ(×10~6) 記きま長(S) _震 央 位 置 深さ(km) M 裏央距鮭(km)震度千葉年 月 日 時 分 秒 EW NS UD 北 緯 東 経

1 28.6 26.2 12.4 322.7-3611 14157 30 7.0 178 3

2 47.9 55.5 13.0 15.5 182.2 3556.2 140 9.3 72 6.0 35 3

3 17.2 18.1 15.2 4.3 114.0 3517.4 14024.7 49_ 5.0 46 3

4 5.7 8.1 23.5 36.0 3523.0 14021.2 -40 3.7 34 2

5 15.4 14.6 5.6 5.4 198.6 3531.1 139 1.5 22 6.0 99 3

6 12.2 13.9 7.2 4.6 76.0 ~3612.2 140 1.4 60 5.1 65 3

7 ll.5 15.0 _6.0 4.2~ 99.9 3540.5 14045㌔.0 52 5.3 58 3

8 25.3 24.3 12.7 7.0 223.1 3337.2 13650.5 388 7.3 374 3~~

9 13.9 17.5 6.9 ~3.5_ 76.4 3626.9 14114.8 43 5.6 138 3

10 6.2 10.3 5.5 2.2 75.0 3535.1 139 6.4 25 5.2 91 2

*東京大学生産技術研究所 第5部

'+東京大学大学院
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